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一般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

主
な
補
正
予
算企

画
調
整
課

地
域
お
こ
し
研
究
員
等

業
務
委
託
料

問 

こ
れ
は
半
数
を
占
め
る
ベ
ト

ナ
ム
の
外
国
人
技
能
実
習
生
へ
の

サ
ポ
ー
ト
が
目
的
と
の
説
明
が
あ

っ
た
が
、
他
の
外
国
の
技
能
実
習

生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で
は
な

い
か

答 

受
入
監
理
団
体
の
対
応
に
よ
り

ト
ラ
ブ
ル
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

企
画
調
整
課

企
業
価
値
向
上
補
助
金

問 

補
助
金
申
請
の
審
査
方
法
は

答 

企
業
価
値
向
上
の
た
め
の
設
備

導
入
等
の
計
画
書
を
作
って
い
た
だ

き
、
内
容
の
審
査
を
行
う
。
申
請

し
や
す
い
よ
う
に
、
計
画
書
作
成

の
支
援
等
を
行
って
い
く
。

企
画
調
整
課

く
に
の
松
原
キ
ャ
ン
プ
場

バ
ン
ガ
ロ
ー
建
設
工
事

問 

バ
ン
ガ
ロ
ー
の
宿
泊
者
を
町
内

飲
食
店
等
で
の
消
費
へつ
な
げ
る
よ

う
な
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か

答 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
の
現
状
把

握
や
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う

な
方
法
を
他
の
事
例
も
参
考
に
検

討
し
て
い
く
。保

健
福
祉
課

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別 

給
付
金

問 

住
民
税
非
課
税
世
帯
以
外
で
、

家
計
急
変
の
方
も
対
象
と
の
説
明

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
要
件
は
何
か

答 

令
和
４
年
１
月
以
降
の
任
意
の

月
の
収
入
を
、
12
倍
し
て
算
出
し

た
年
間
収
入
見
込
み
額
か
ら
所
得

を
計
算
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

相
当
で
あ
れ
ば
支
給
対
象
と
な
る
。

問 

周
知
の
方
法
は
ど
う
す
る
の
か

答 

町
の
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
使
っ
て
、

広
く
周
知
を
行
い
、
申
請
に
行
き

に
く
い
方
々
へ
の
配
慮
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

議案審議6 月定例会

令和４年度一般会計補正予算令和４年度一般会計補正予算

２億７２７万４千円　増額
総額

102億7千352万5千円
360
万円

4,500
万円

1,700
万円

くにの松原バンガロー 2号棟

725
万円
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農
林
振
興
課

林
地
崩
壊
防
止
工
事

問 

工
法
を
変
更
す
る
と
の
説
明

で
あ
っ
た
が
、
理
由
は
何
か

答 

県
の
指
導
に
よ
り
、
当
初
予
定

し
て
い
た
モ
ル
タ
ル
吹
付
か
ら
、
強

度
の
強
い
吹
付
法
枠
工
への
変
更
で

あ
る
。

議案審議6月定例会

農
林
振
興
課

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
補
助
金

問 

さ
つ
ま
い
も
基
腐
病
対
策
と

し
て
反
転
耕
へ
の
補
助
金
と
の
説

明
で
あ
っ
た
が
、ど
の
よ
う
な
資・

機
材
で
行
う
も
の
か

答 

バッ
ク
ホ
ウ
掘
削
に
よ
り
、
被
害

表
土
を
下
層
の
無
菌
の
土
と
入
れ

替
え
る
方
法
と
な
る
。

条
例
関
係

議
案
第
21
号

大
崎
町
過
疎
地
域
産
業
開
発
促

進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

　

こ
の
条
例
は
、
租
税
特
別
措
置

法
の
改
正
に
伴
い
固
定
資
産
税

を
、
一
定
期
間
課
税
免
除
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

394
万円

889
万円

議
案
第
22
号

大
崎
町
半
島
振
興
対
策
実
施
地

域
産
業
開
発
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

　

こ
の
条
例
は
、
租
税
特
別
措
置

法
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
23
号

大
崎
町
地
域
経
済
牽
引
事
業
の

促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展

の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
第

９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く

準
則
を
定
め
る
条
例
の一部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つい
て　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

　

こ
の
条
例
は
、
地
域
未
来
投
資

促
進
法
に
基
づ
き
鹿
児
島
県
基
本

計
画
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

令和３年度大崎町一般会計繰越明許費
事　　業　　名 金　　　額

社会保障・税番号制度システム改修事業　　 ２９万円
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業 ７，３６５万円
子育て世帯等臨時特別給付金事業　 ４０万円
農地耕作条件改善事業　　 1，４７７万円
松くい虫対策事業 １６２万円
農林水産業施設災害復旧費　 １億４，３４６万円
公共土木施設災害復旧事業 ３億３，０９０万円

繰
越
明
許
費
（
報
告
）

 

繰
越
明
許
費
と
は
年
度
内
に

支
出
が
終
わ
ら
な
い
と
見
込
ま

れ
る
も
の
を
、
議
会
の
議
決
を

経
て
翌
年
度
に
繰
越
し
て
経
費

の
支
出
が
で
き
る
制
度
で
す
。

林地崩壊現場
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議案等
の番号 件　　　　　　　　　名

賛 否 の 意 思 表 示

平
田
慎
一

富
重
幸
博

稲
留
光
晴

諸
木
悦
朗

宮
本
昭
一

中
倉
広
文

中
山
美
幸

吉
原
信
雄

上
原
正
一

小
野
光
夫

児
玉
孝
德

神
﨑
文
男

議決結果

承   認 
第 2 号

専決処分の承認を求めることについて 
（令和３年度大崎町一般会計補正予算（第９号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 承　認

承   認 
第 3 号

専決処分の承認を求めることについて 
（大崎町町税条例等の一部を改正する条例の制定について） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 承　認

承   認 
第 4 号

専決処分の承認を求めることについて 
（大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 承　認

議   案 
第 19 号 令和４年度大崎町一般会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議   案 
第 20 号

令和４年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算
（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議   案 
第 21 号

大崎町過疎地域産業開発促進条例の一部を改正する
条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議   案 
第 22 号

大崎町半島振興対策実施地域産業開発促進条例の一
部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議   案 
第 23 号

大崎町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展
の基盤強化に関する法律第９条第１項の規定に基づく準
則を定める条例の一部を改正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議   案 
第 24 号 小型動力ポンプ付積載車購入契約の締結について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 - 可　決

陳　 情 
第 1 号

「インボイス制度実施中止を求める意見書」の採択
を求める陳情　　　　　　※賛成討論・反対討論 ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● - 不採択

6月定例会議案等に対する採決状況一覧
（〇賛成　●反対　議長（神﨑文男）は裁決に加わらない。）

※�【
本
会
議
場
で
の
質
疑
】
議
案
第
24
号　
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

中
山
美
幸 

議
員

問　
契
約
内
容
に
つ
い
て
、な
ぜ
４
Ｗ
Ｄ
、Ｍ
Ｔ
車
で
は
な
い
の
か
。

　

消
防
車
が
ぬ
か
る
ん
だ
道
、
砂
地
等
に
侵
入
し
た
場
合
、
脱

出
が
困
難
に
な
り
消
火
活
動
に
支
障
を
き
た
す
の
で
は
な
い
か
。

答　
消
防
車
の
購
入
に
際
し
て
地
元
分
団
と
十
分
協
議
を
行
い

入
札
し
て
い
る
。
4
Ｗ
Ｄ
に
す
る
と
普
通
運
転
免
許
で
は
運
転
で

き
な
く
な
る
た
め
、
普
通
免
許
で
も
運
転
で
き
る
２
Ｗ
Ｄ
の
消
防

車
を
選
定
し
て
い
る
。
総
合
的
に
判
断
し
て
2
Ｗ
Ｄ
を
購
入
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

※【
陳
情　
第
１
号
】

　

�「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
実
施
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」の

採
択
を
求
め
る
陳
情

賛
成
討
論　
稲
留
光
晴 

議
員

　

制
度
実
施
中
止
を
求
め
る
意
見
書
と
い
う
の
は
、
全
国
的
に

多
く
の
事
業
者
、
税
理
士
、
ま
た
国
、
県
、
町
の
商
工
会
議
所

が
意
見
書
を
出
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
賛
成
で
あ
る
。

反
対
討
論　
中
倉
広
文 

議
員

　

国
会
に
お
い
て
法
制
化
さ
れ
た
法
律
に
対
し
て
、
本
町
事
業

者
に
ど
の
程
度
影
響
が
あ
る
の
か
、
十
分
確
認
さ
れ
な
い
ま
ま
本

町
議
会
と
し
て
、
政
府
及
び
国
会
に
意
見
書
を
送
付
す
る
こ
と

に
つい
て
、
現
段
階
で
は
具
体
性
を
欠
き
、
賛
同
し
か
ね
る
た
め

採
択
す
る
こ
と
に
は
反
対
す
る
。
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４
議
員
が
登
壇

　
町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一  般  質  問一  般  質  問
宮　本　昭　一　議員　　　Ｐ６
・畜産振興対策について
・くにの松原の観光対策について
・教育行政について

平　田　慎　一　議員　　　Ｐ７
・教育行政について
・防災・減災対策について

稲　留　光　晴　議員　　　Ｐ８
・本町基幹産業の持続可能策について
・子育てしたい町にするために
・国保税均等割について

児　玉　孝　德　議員　　　Ｐ９
・新型コロナ感染症対策について

問い合せ先：大崎町議会事務局　TEL ０９９－４７６－１１１１（内線　310・311）

一般質問とは
　町長などの執行
機関に対し、業務
の執行状況や将来
の方針などについ
て議員個人として
政策論争を行うも
のです。

二次元コード※をスマホ等で読み込むと
各議員の一般質問を視聴できます。
※�バーコードを拡張するために開発された二次元
コードは、端末を使って簡単にコードを読み取る
ことができます。

○　おおさき議会だよりNo.1645



問 

後
継
者
育
成
対
策
は
、

現
在
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し

て
い
る
か
。
又
、
農
業
高
校

生
と
の
魅
力
あ
る
農
業
の
交

流
を
図
る
こ
と
も
必
要
と
思

う
が
ど
う
か

畑
か
ん
セ
ン
タ
ー
と
協
力

し
推
進
す
る

答 

町
長　

後
継
者
育
成
対

策
に
つ
い
て
は
、
県
の
畑
か
ん

セ
ン
タ
ー
等
と
協
力
し
、
営

農
に
か
か
わ
る
資
金
計
画
の

相
談
や
補
助
事
業
な
ど
を
紹

介
し
推
進
し
て
い
る
。
町
で
は
、

概
ね
45
歳
以
下
の
新
規
就
農

者
に
対
し
て
、
就
農
一
時
金
と

し
て
20
万
円
を
支
給
し
て
お

り
、
無
利
子
の
畜
産
振
興
資

金
も
あ
る
。

　

国
の
事
業
で
は
、
就
農
準

備
資
金
と
し
て
年
間
１
５
０
万

円
を
支
給
し
て
お
り
、
無
利

子
で
長
期
貸
付
の
制
度
資
金

な
ど
も
あ
る
。
な
お
、
大
崎
町

の
営
農
事
情
を
紹
介
す
る
た

め
、
大
崎
町
や
志
布
志
市
出

身
の
農
業
高
校
生
と
交
流
会

を
行
って
い
た
が
、
現
在
コロ
ナ

の
影
響
で
中
止
し
て
い
る
。

新
規
就
農
者
の
確
保
は

問 

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

は
施
設
整
備
事
業
と
機
械
導

入
事
業
が
あ
る
が
、
新
し
く

畜
産
を
始
め
る
に
は
、
多
額

の
資
金
が
必
要
と
な
る
。

　

行
政
が
こ
の
事
業
を
フ
ル

に
活
用
し
て
新
規
就
農
者
の

確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か

制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い

答 

町
長　

新
し
く
畜
産
を

始
め
る
に
は
、
多
く
の
初
期

投
資
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
制
度
の
要
件
を

満
た
し
活
用
で
き
る
制
度
に

つ
い
て
は
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

補
助
金
引
き
上
げ
見
直
し
は

問 

4
月
か
ら
創
設
さ
れ
た

高
齢
産
歴
牛
更
新
事
業
は
生

産
素
牛
を
若
返
ら
せ
、
繁
殖

雌
牛
の
繁
殖
効
率
を
上
げ
、

本
町
の
畜
産
振
興
に
大
い
に

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
現
在
１
頭
当

た
り
２
万
円
と
い
う
補
助
金

で
あ
り
、
少
な
い
と
思
う
が

引
き
上
げ
見
直
し
は
で
き
な

い
か

財
政
状
況
を
考
慮
し
て
検
討

答 

町
長　

生
産
基
盤
の
安

定
化
を
図
る
目
的
で
創
設
し

た
事
業
で
あ
る
の
で
、
引
き

上
げ
見
直
し
に
つい
て
は
財
政

状
況
を
考
慮
し
て
検
討
す
る
。

拡
充
整
備
は
で
き
な
い
か

問 

益
丸
海
岸
に
は
、
休
日

に
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
る

が
、
松
林
と
砂
浜
の
境
界
部

分
の
道
路
の
状
態
が
悪
く
駐

車
場
に
利
用
さ
れ
て
い
る
部

分
も
あ
る
の
で
、
拡
充
整
備

は
で
き
な
い
か

国
等
と
調
整
し
な
が
ら
対
応

答 

町
長　

道
路
の
整
備
及

び
駐
車
場
の
拡
充
に
つい
て
の
、

必
要
性
は
承
知
し
て
い
る
。

　

国
定
公
園
と
い
う
こ
と
で

各
種
規
制
が
あ
る
の
で
、
国
・

県
等
と
調
整
し
な
が
ら
適
切

な
対
応
を
取
り
た
い
。

就
任
の
抱
負
は

問 

本
年
４
月
に
教
育
長
と

し
て
就
任
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
抱
負
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い

誠
心
誠
意
、努
め
て
い
く

答 

教
育
長　

教
育
は
ま
さ

し
く
人
づ
く
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
教
職
、
教
育

行
政
等
の
経
験
を
活
か
し
、

本
町
教
育
行
政
の
充
実
・
発

展
の
た
め
誠
心
誠
意
努
め
て

参
り
た
い
。

宮本　昭一 議員

畜
産
農
家
の
後
継
者
育
成
を
図
れ

営
農
資
金
計
画
の
相
談
等
を
推
進

新規就農者の確保
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問 

教
育
は
、
福
祉
・
医
療
・

ま
ち
づ
く
り
等
と
深
く
関
わ

り
、
各
分
野
を
融
合
さ
せ
現

場
が
生
き
活
き
と
し
た
教
育

活
動
が
で
き
る
条
件
整
備
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教

育
行
政
の
方
向
性
と
新
教
育

長
の
選
任
理
由
を
示
せ

子
供
た
ち
の
生
き
る
力
や
社

会
力
を
育
む
取
組
を
進
め
る

答 

町
長　
穗
園
教
育
長
は
、

教
育
分
野
の
み
な
ら
ず
幅
広

い
行
政
分
野
を
知
り
、
調
整

す
る
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
本

町
出
身
者
で
、
人
や
地
域
の

こ
と
を
十
分
理
解
し
て
い
る
。

答 
教
育
長　

自
立
力
と
社

会
力
を
育
成
し『
学
び
と
情

報
』『
幼
保
小
中
』『
学
校
と

家
庭
と
地
域
』
３
つ
の
つ
な

ぐ
に
取
り
組
み
成
果
は
継
続

し
課
題
は
工
夫
を
加
え
、
学

力
向
上
は
授
業
の
改
善
・
演

習
問
題
の
計
画
的
な
実
施
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
活
用
を
行
う
。

消
防
団
員
の
減
少
対
策
及
び

中
央
分
団
の
移
設
整
備
は

問 

全
国
の
消
防
団
員
が
過

去
最
少
の
中
で
、
現
状
認
識

と
対
策
、
中
央
分
団
の
建
て

替
え
、
移
設
の
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か

総
合
的
に
検
討
し
て
い
く

答 

町
長　

団
員
の
条
例
定

数
の
２
４
０
名
に
対
し
て

２
２
２
名
で
、
確
保
対
策
と

し
て
出
動
報
酬
の
見
直
し
を

行
い
、
中
央
分
団
は
災
害
対

策
本
部
の
機
能
を
有
す
る
役

場
本
庁
舎
の
在
り
方
と
併
せ

総
合
的
に
検
討
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
消
防
隊
員
の

待
遇
改
善
が
必
要
で
は

問 

大
崎
分
署
の
出
動
件
数

に
対
し
て
適
切
な
人
員
か
組

合
の
出
動
件
数
も
検
証
す
べ

き
で
、
コ
ロ
ナ
患
者
搬
送
後

自
宅
に
帰
っ
て
も
屋
外
で
キ
ャ

ン
プ
用
の
テ
ン
ト
で
寝
て
い

る
現
状
が
あ
り
待
遇
改
善
に

努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か

事
実
確
認
し
協
議
す
る

答 

町
長　

構
成
団
体
の
曽

於
市
、
志
布
志
市
と
情
報
共

有
し
、
消
防
職
員
の
適
正
な

労
働
環
境
の
在
り
方
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
く
。

地
震・津
波
の
対
応・対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

問 

政
府
の
地
震
調
査
会
が

南
海
ト
ラ
フ
に
隣
接
す
る
日

向
灘
や
南
西
諸
島
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
の
巨
大
地
震
３

タ
イ
プ
が
起
き
得
る
と
す
る

長
期
評
価
を
公
表
し
た
が
、

本
町
の
対
策
状
況
を
示
せ

防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
る

答 

町
長　

津
波
、
避
難
訓

練
を
実
施
し
、
避
難
経
路
、

場
所
の
再
確
認
や
要
支
援
者

の
避
難
対
策
の
検
証
確
認
を

行
い
、
防
災
意
識
の
高
揚
と

知
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

平田　慎一 議員

教
育
行
政
の
目
指
す
方
向
性
を
示
せ

人
間
性
豊
か
で
、た
く
ま
し
く
生
き

る
、輝
く
人
づ
く
り

大崎町各分団、団員数・火災出動回数
分団名 中央 大丸 菱田 中沖 持留 野方 特設

令和2年 出動数 11 5 1 2 2 3 3

令和 3年
出動数 9 0 1 1 4 4 7
団員数 40人 25人 35人 27人 18人 41人 33人
曽於地区消防組合（管内・大崎分署）出動回数の推移

管内（志布志 ▼大崎）火災 大崎分署火災 管内救急 大崎分署救急
令和2年 ６２件 １５件 ４，０８３件 ７１７件
令和3年 ５３件 ８件 ３，９２７件 ６５７件

そ
の
他
の
質
問

・
総
合
防
災
マッ
プ
に
つい
て

・�

学
校
統
合
『
学
区
見
直
』
に
つ

い
て

４２年経過した中央分団詰め所
昭和54年12月　建
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問 

水
張
り
が
行
わ
れ
な
い

水
田
に
対
す
る
交
付
金
カ
ッ

ト
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
を

求
め
る

大
き
な
影
響
を
受
け
る

答 

町
長　

交
付
金
の
大
幅

な
減
少
で
交
付
対
象
外
の
農

地
の
資
産
価
値
下
落
な
ど
基

幹
産
業
を
農
業
と
す
る
本
町

は
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。

減
収
額
は
ど
う
か

問 

令
和
９
年
度
か
ら
の
減

収
額
は
ど
の
く
ら
い
見
込
め

る
か

試
算
し
た
場
合
、
次
の
と

お
り
で
あ
る

答 

町
長　

過
去
5
年
間
の

水
田
作
付
状
況
で
見
た
場
合
、

次
の
表
の
と
お
り
影
響
が
推

測
さ
れ
る
。

子
牛
価
格
の
下
落
対
策
で

補
助
金
は
出
せ
な
い
か

問 

子
牛
の
セ
リ
価
格
の
下
落

で
離
農
す
る
声
を
聞
く
が
本

町
で
補
助
金
は
出
せ
な
い
か

国・県
等
と
協
議
中
で
あ
る

答 

町
長　
町
と
し
て
の
支
援

策
は
Ｊ
Ａ
を
含
め
、
国
・
県

等
と
対
応
に
つい
て
検
討
し
て

い
る
。

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
取
り
組
み
は

問 

子
育
て
し
た
い
町
、
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
示
せ

新
生
児
に
10
万
円
支
給

答 

町
長　

本
町
独
自
施
策

と
し
て
本
年
度
か
ら
赤
ち
ゃ
ん

ギ
フ
ト
支
給
事
業
に
代
わ
り
１

人
に
つ
き
10
万
円
給
付
金
支

給
、
他
の
施
策
で
の
基
本
額
の

増
額
や
加
算
金
を
拡
充
し
た
。

本
町
の
特
殊
出
生
率
は

問 

特
殊
出
生
率
と
過
去
10

年
間
の
推
移
を
示
せ

令
和
２
年
は
１・88
で
あ
る

答 

町
長　
５
年
ご
と
に
県
が

公
表
し
て
お
り
平
成
12
年
が

１・７
、
17
年
が
１
・
71
、
22

年
が
１
・
81
、
27
年
が
１
・
88
、

令
和
２
年
が
１
・
88
で
あ
る
。

国
保
税
の
未
就
学
児
均
等
割

半
額
補
助
で
の
軽
減
額
は

問 

本
年
度
よ
り
国
保
税
の

未
就
学
児
の
均
等
割
が
半
額

補
助
さ
れ
る
が
軽
減
額
は
い

く
ら
か

総
額
57
万
円
程
度
減
額
さ

れ
る

答 

町
長　

令
和
３
年
度
実

績
で
算
定
す
る
と
総
額
57
万

円
程
度
の
減
額
と
な
る
。

子
ど
も
２
人
以
上
の
世
帯
に

補
助
は
で
き
な
い
か

問 

出
生
率
１・８
８
と
い
う

こ
と
だ
が
、
18
歳
未
満
の
子

ど
も
２
人
以
上
扶
養
す
る
世

帯
に
対
し
て
均
等
割
額
の
半

額
補
助
は
で
き
な
い
か

本
町
負
担
が
発
生
す
る
が

検
討
す
る

答 

町
長　

本
年
４
月
１
日

時
点
で
、
18
歳
未
満
の
扶
養

世
帯
は
78
世
帯
、
１
８
６
人

で
あ
る
。

　

均
等
割
額
を
軽
減
す
る

場
合
、
負
担
額
の
影
響
は

１
６
６
万
円
程
度
と
推
測
さ

れ
る
が
、
近
隣
市
町
等
を
見

て
検
討
し
た
い
。

稲留　光晴 議員

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
に
対

す
る
見
解
は

基
幹
産
業
に
大
き
な
影
響�

推測される減収額等

対象人数 447名

対象面積 約157ha

対象筆数 約2,500筆

減 収 額 約5,700万円

対象世帯および
軽減額試算

未就学
児童 56人

軽減対象世帯 25世帯

全体の軽減額 57万円
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問 

コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク

な
ど
の
新
し
い
働
き
方
が
全

国
で
広
が
っ
て
い
る
。

　

本
町
の
人
口
増
対
策
と
し

て
空
き
家
や
空
き
店
舗
な
ど

を
再
生
し
、
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ

ス
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い

か分
析
し
補
助
金
を
検
討
す
る

答 

町
長　
利
用
者
は
ま
だ
こ

れ
か
ら
の
状
況
で
、
企
業
の

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
受
入
れ
を
進

め
、
必
要
な
設
備
・
環
境
を

分
析
し
、
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム

や
新
規
創
業
、
起
業
支
援
の

補
助
金
な
ど
を
検
討
す
る
。

在
宅
療
養
者
に
支
援
物
資
を

問 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
在
宅
療

養
者
へ
の
訪
問
と
か
支
援
物

資
の
提
供
が
で
き
な
い
か

相
談
が
あ
れ
ば
支
援
す
る

答 

町
長　

現
在
は
町
へ
の

相
談
は
な
い
が
、
本
人
や
保

健
所
等
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば

支
援
を
行
う
。

集
団
接
種
を
増
や
せ
な
い
か

問 

夕
方
と
か
土
・
日
に
、
接

種
率
が
低
い
子
供
も
含
め
た

若
い
世
代
が
受
け
ら
れ
る
ワ

ク
チ
ン
集
団
接
種
を
増
や
せ

な
い
か

予
約
状
況
を
見
て
体
制
を
整
え
る

答 
保
健
福
祉
課
長　
３
回

目
の
集
団
接
種
で
枠
を
多
め

に
取
って
い
た
が
申
込
み
は
少

な
く
、
今
後
の
予
約
状
況
で

集
団
接
種
を
開
設
し
た
り
、

時
間
の
枠
を
広
げ
た
り
し
て
、

希
望
者
が
集
団
接
種
で
も
受

け
ら
れ
る
体
制
を
とって
い
く
。

感
染
者
対
応
は
ど
う
か

問 

学
校
、
こ
ど
も
園
等
で
の

感
染
者
対
応
は
ど
う
か

適
切
な
対
応
を
と
っ
て
い
る

答 

町
長　

感
染
者
が
多
数

生
じ
た
場
合
は
、
保
健
所
の

指
示
で
適
切
な
対
応
を
とって

い
く
。
万
全
の
対
策
を
講
じ

預
か
り
保
育
の
提
供
を
縮
小

し
て
実
施
す
る
な
ど
、
居
場

所
の
確
保
に
努
め
る
。

答 

教
育
長　

感
染
や
濃
厚

接
触
者
が
偏
見
や
い
じ
め
、
誹

謗
中
傷
な
ど
さ
れ
な
い
よ
う
配

慮
し
、
公
表
等
に
は
特
に
注

意
を
払
って
い
る
。
登
校
で
き

な
い
と
か
、
い
じ
め
ら
れ
た
り

す
る
児
童・生
徒
は
い
な
い
。

施
設
に
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を

問 

福
祉
施
設
や
介
護
施
設

な
ど
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し
た
と
聞
く
が
、
町
か
ら
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
を
支
給
す
れ

ば
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か

今
後
検
討
す
る

答 

町
長　

県
か
ら
昨
年
９

月
に
１
回
配
布
が
あ
っ
た

が
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

物
価
高
の
中
で
稼
げ
る
対

策
は
あ
る
の
か

問 

コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
っ

た
、
ま
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
原
油
高
や

物
価
上
昇
が
続
く
中
、
地
域

経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
の

本
町
独
自
の
対
策
が
あ
る
か

「
企
業
価
値
向
上
補
助
金
」

な
ど
稼
ぐ
力
を
支
援
す
る

答 

町
長　

企
業
価
値
向
上

補
助
金
の
創
設
に
よ
り
、
商

工
業
者
自
ら
の
価
値
を
高

め
、
稼
ぐ
力
を
つ
け
る
助

成
制
度
や
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
設
立
の
新
し
い
観
光
産
業

に
よ
り
訪
問
者
を
増
や
す
施

策
、
原
油
価
格
・
物
価
上
昇

対
策
支
援
金
な
ど
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

児玉　孝德 議員

空
き
家
を
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
に

必
要
な
環
境
を
分
析
し
検
討

空き家を利用したレンタルオフィス
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衛生自治会
　大崎町は、20数年前に「ゴミを燃やさない」という決断をして、ゴミの最終処分場
の延命化を図るために分別を強化してきました。
 そのことが、結果として“SDGs 先進の町”として、環境大臣賞をはじめさまざま
な賞を受賞しました。これは全町民が一体となって取り組んでいただいたお陰です。

　今では、全国各地から大崎町で学びたいと研修に来られるようになりました。これ
はまさしく、全国民が目指す最先端の活動なのです。最初は面倒に感じますが、町民
の皆さんが「もう慣れた」とおっしゃっていますし、小学校でも中学校でも取り組んで
います。

　この大崎システムはインドネシアからも要請があり指導に赴いていますので、まさ
に世界標準へとなりつつある取り組みなのです。
　自分たちの子供や孫が、この地球に住み続けることが可能な環境を守り抜く。大崎
町民の多くはこのことに目覚め先進の使命を感じて、みんなで定めたルールを守り
日々取り組んでおられます。

　私ども大崎町衛生自治会としても、町民と一体となって20数年間分別を継続して
おります。お陰で昨年は、毎日のゴミの分別に対して「リサイクルありがとう商品券」
が町民１人に１万円ずつ配られ「本当にありがたかった」という町民の皆様の意見をた
くさんお聞きしております。

　その他にも、分別の益金や全国から取り組みを応援したいと寄せられた「ふるさと
納税」を活用したリサイクル奨学金、学校給食への補助、中学校入学時の補助、高校
生までの医療費無償化や転入転居時の新築住宅補助など、町民に優しい施策を行うこ
とができるようになったと思っています。

　私ども衛生自治会としても、“なぜリサイクル、ゴミ分別を行うのか”という考え方
を基本に、スタートから現在までの歩みと、世界中のＳＤＧｓに対する取り組み、持
続可能な生活環境を取り戻すという理念をお伝えし、今後も、ゴミの分別を一緒にや
らせていただきたいと考えております。
　なにとぞ、ご理解のほどよろしくお願いします。

大崎町衛生自治会会長　萩原　洋一

「議会だより」返信用ハガキに寄せられた子育て世代のゴミ分別へのご意見に対する回答を
大崎町衛生自治会よりいただきました。（議会一般質問の議員指摘も踏まえた回答になります。）

「大崎町におけるリサイクル、ゴミ分別について」

環境学習会の様子 資源ゴミ回収（西迫）
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切り取り線

議会議会をを傍聴傍聴
してみませんか!!してみませんか!!

　手続きは簡単です｡ 本会議の
当日、傍聴人受付票に住所･氏
名などを記入していただくだけ
です｡
　なお、本会議は本庁舎３階の
本会議場において午前１０時か
ら行われますが、一般質問のあ
る日程のときは、事前に防災無
線でもお知らせしています｡ どう
ぞお気軽にお越しください｡

　次回の定例会は 9 月です｡

差出有効期限
令和５年３月
31日まで
（切手不要）

住所

氏名

※回答を希望される場合は、住所・氏名をご記入ください。

●�グラウンドゴルフ（ふれあいの里公園）を無料でできるのはありがたいが、使用し
ている方は感謝を込めて 100円～ 200円払うようにしたらどうか。

●�グラウンドゴルフの場所に水道がなく、青のりのはった 20ℓの水が置いてある。
手洗いは可能でも、うがいはできないため水道を設置したらどうか。

●�沿道の草木が生い茂った土地が多い、高齢者の知恵を活かし沿道を花一杯に美しく、
住んで通って訪れてみたい町づくりを期待する。

●��議員にお願いしても話は聞いてくださるが、結果報告がないため報告をしてほしい。

町議会に3通の返信用ハガキをいただきました！（要旨抜粋）

貴重なお声をありがとうございます。
皆さまからのご意見は議員へ伝え議会だよりにて紹介させていただきます。（個人
的な指摘を除く）また、執行部に対していただいた匿名以外（ハガキに住所、氏
名を記入）の意見については、執行部へ回答を依頼いたします。

○　おおさき議会だよりNo.16411



町議会に対する意見をお聞かせください。

切り取り線

　大崎町議会では、インターネット
映像配信サービスを利用して本会議
の生中継の配信を行っています。

～生中継及び録画映像の視聴方法～
　令和３年１２月議会から、本会議を
Youtube（ユーチューブ）で配信しています。
Youtube のページにて「大崎町議会」で
検索すると、動画が表示されますので選
択してご覧ください。インターネットによる
ライブ中継以外にも、役場ロビーに設置
のテレビでも視聴することができます。

議会中継をYoutubeで
公開しています！

←スマートフォンで←スマートフォンで
二次元コードを読み二次元コードを読み
取るだけで「大崎取るだけで「大崎
町議会チャンネル」町議会チャンネル」
に進むこともに進むことも
できます。できます。

大崎町議会

集合指導

鹿児島全共鹿児島全共までまで

あとあと  5252  日日
（令和４年 8 月 15 日現在）（令和４年 8 月 15 日現在）

開催　令和４年１０月６日（木）～１０月１０日（祝・月）
○今後の主なスケジュール
　8月28日（日）～29日（月）
　鹿児島県最終予選会
　開催場所：
　霧島市　姶良中央家畜市場

第12回全共鹿児島大会
マスコットキャラクター
かごうしママ

○　おおさき議会だよりNo.16412



一般社団法人 大崎町SDGs推進協議会

専務理事

事 務 局
齊藤　智彦　 さん（写真後列左から4人目）

大
崎
町
で
協
議
会
を
開
設
し
た

き
っ
か
け
と
は　

　
一番
大
き
い
の
は
、
２
０
１
８
年
の

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ア
ワ
ー
ド
内
閣
官
房
長
官

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
、
多
く
の
企

業
が
大
崎
町
に
興
味
を
持
って
く
れ

た
こ
と
で
す
。

　

私
自
身
も
、
４
年
前
に
大
崎
町

に
来
て
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
に

衝
撃
を
受
け
、
大
崎
町
だ
け
で
な

く
世
界
規
模
の
課
題
解
決
につ
な
が

る
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、

関
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
で
大
崎
町

に
来
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
外
部
の
組
織
や
企
業

と
連
携
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
こ

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
付
き
合
い

の
あ
っ
た
企
業
の
方
々
と一緒
に
協
議

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

�

現
在
の
活
動
は

　

現
在
の
活
動
は
、
分
別
や
リ
サ

イ
ク
ル
を
ど
う
や
っ
た
ら
も
っ
と
便

利
に
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
、
企
業
や
町
外
の
方
々
と
連
携

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
商
品
の

研
究
開
発
や
、
研
究
者
の
方
々
を

誘
致
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で

大
崎
町
の
取
組
を
調
査
・
研
究
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
情
報
発
信
や
、

視
察
研
修
の
受
け
入
れ
を
し
て
お

り
ま
す
。

町
の
魅
力
と
は

　

大
崎
町
に
移
住
し
た
い
と
思
っ
た

最
大
の
理
由
は
、
ご
み
の
分
別
を

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
決
め
た
の
で
な
く
、

住
民
の
方
々
の
声
、
気
持
ち
を
考

え
な
が
ら
構
築
し
て
き
た
こ
と
で

す
。
し
か
も
そ
れ
が
20
年
以
上
続

い
て
い
る
こ
と
が
本
当
に
す
ば
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

大
崎
町
の
特
色
で
す
ご
く
い
い
な

と
思
う
の
は
明
確
に
特
産
品
（
マ

ン
ゴ
ー
・
う
な
ぎ
等
）
が
あ
る
こ
と

が
す
ご
く
強
い
と
思
い
ま
す
。
他

の
地
域
だ
と
特
産
品
の
な
い
場
所
っ

て
や
っ
ぱ
り
あ
る
ん
で
す
。
日
本
一

と
い
う
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
が

人
を
引
き
寄
せ
始
め
て
い
る
と
感

じ
て
い
て
、
そ
の
土
壌
が
大
崎
町
に

は
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

必
要
な
こ
と
、
不
便
な
こ
と
は

あ
り
ま
す
か

　

自
分
自
身
も
そ
う
で
し
た
が
、

新
入
社
員
が
増
え
て
大
崎
町
に

引
っ
越
し
て
来
る
時
に
住
む
家
が
な

か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
が
結
構
苦

労
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
単
身
で
移
住
し
て
き
た

場
合
、
親
戚
、
友
達
等
だ
れ
も
い

な
い
状
況
に
な
る
の
で
、
町
内
で
人

と
の
交
流
の
場
が
あ
っ
た
ら
安
心
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　
大
崎
町
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
協
議
会

の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。聞

き
手
／
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

西塔　大海　さん　中垣　るる　さん
鈴木　高祥　さん　遠矢　将　　さん
藤田　香澄　さん　井上　雄大　さん
立花　実咲　さん　
森川　和花　さん

※
大
崎
町
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
協
議
会
は
、

２
０
２
１
年
４
月
に
設
立
さ
れ
、
資
源
循

環
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

に
関
す
る
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
た

め
に
放
送
局
や
金
融
機
関
な
ど
多
様
な

企
業
と
協
働
し
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

一般社団法人大崎町 SDGs 推進協議会※に勤務している皆さま
にお話を聞きました。（７月６日）

（後列）西塔　中垣　立花　齊藤　森川
（前列）遠矢　井上　藤田　大岩根
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町
民
の
広
場

　
「
大
崎
短
歌
会
」は
、
昭

和
四
十
九
年
に
創
設
以
来

約
半
世
紀
の
歩
み
を
重
ね

て
い
ま
す
。
月
の
定
例
会

に
郵
送
や
メ
ー
ル
で
詠え

い

草そ
う

を
提
出
し
、
参
加
者
で
批

評
し
合
い
研
鑽
し
、
広
報

お
お
さ
き
や
、
結
社
誌
、

各
種
短
歌
大
会
な
ど
に
も

投
稿
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
感
染
リ
ス
ク
は

止
ま
ず
行
動
制
限
や
、
不

穏
な
世
界
情
勢
に
物
資
の

高
騰
も
押
し
寄
せ
、
ス
ト

レ
ス
フ
ル
な
毎
日
で
す
。

心
を
豊
か
に
す
る
三
十
一

文
字
の
短
歌
は
、
紙
と
ペ

ン
一
本
あ
れ
ば
い
つ
で
も
、

誰
で
も
思
い
の
た
け
を
表

現
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
高
齢
化
の
進
行

は
、
我
が
町
も
歌
友
も
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

広
が
る
早
苗
田
や
畑
地
、

恵
ま
れ
た
白
砂
青
松
の
自

然
の
中
で
、
先
人
が
築
き

上
げ
た
く
ら
し
の
智
恵
や

積
年
の
喜
怒
哀
楽
の
詰

ま
っ
た
人
生
経
験
を
持
つ

方
々
か
ら
学
べ
る
縁
を
生

か
し
た
い
と
痛
感
し
て
い

ま
す
。
本
会
員
も
か
つ
て

四
十
人
以
上
で
、
健け

ん

詠え
い

も

活
発
で
あ
っ
た
と
聞
き
ま

す
が
、
高
齢
化
や
諸
事
由

に
よ
り
会
員
数
は
徐
々
に

減
少
し
ま
し
た
。し
か
し
、

齢
を
経
ら
れ
た
方
々
の
含

畜
あ
る
言
葉
は
味
わ
い
深

い
で
す
。
町
制
六
十
周
年

記
念
歌
集
よ
り《
宝ほ

う

満ま
ん

に

千せ
ん

歳さ
い　

萬ま
ん

歳さ
い　

竜り
ゅ
う

相そ
う

と
苗

字
め
で
た
き
大
崎
の
町
》

（
原
田
葉
子
）

　

九
州
の
左
脚
の
中
心
に

位
置
す
る
大
崎
の
大
地
は

地
道
に
開
拓
さ
れ
、
農
畜

水
産
業
を
発
展
さ
せ
て
き

た
一
方
、
後
継
者
不
足
に

よ
る
廃
屋
や
休
耕
田
も
増

加
の
一
途
。「
昔
は
で
き

た
の
に
、今
や
で
き
な
い
。

何
と
か
な
ら
ぬ
か
」
と
い

う
回
顧
や
も
ど
か
し
さ
、

期
待
の
詠え

い

草そ
う

も
散
見
し
ま

す
。

　

永
く
本
会
を
率
い
ら
れ

た
故
大
和
て
る
み
氏
は
、

一
人
で
十
歩
進
む
よ
り
十

人
で
一
歩
ず
つ
前
進
し
よ

う
と
願
わ
れ
ま
し
た
。
尊

い
教
え
を
次
世
代
の
幸
せ

な
未
来
に
繋
げ
ら
れ
る
よ

う
詠
み
続
け
た
い
で
す
。

発
行
責
任
者

大
崎
町
議
会
議
長　

神
﨑　

文
男

編　

 

集　

 

後　

 

記

私
の
想
い

　
コロ
ナ
発
生
か
ら
３
回
目
の
夏

を
迎
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
盆

休
み
を
お
迎
え
で
し
ょ
う
か
。

　

世
界
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
が
収
ま
ら
な
い
状
況
で
、

ま
さ
に
ル
ー
ル
の
な
い
世
界
に
なって

き
て
お
り
ま
す
。

　

物
価
も
上
昇
し
、
生
活
に
支

障
を
き
た
す
値
上
げ
が
、の
き
な

み
に
予
想
さ
れ
ま
す
。夏
に
な
り
、

平
均
気
温
も
５
度
く
ら
い
上
昇
し

て
お
り
ま
す
が
、
時
期
的
に
農

作
業
真
っ
最
中
だ
と
思
い
ま
す
。

　

酷
暑
の
折
、
自
分
自
身
で
体
に

気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

こ
こ
に
議
会
報
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。　
　
　

（
諸
木　

悦
朗
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

平
田　

慎
一

副
委
員
長　

上
原　

正
一

委　
　

員　

小
野　

光
夫

委　
　

員　

宮
本　

昭
一

委　
　

員　

諸
木　

悦
朗

委　
　

員　

富
重　

幸
博

大
崎
短
歌
会

　
代
表
　
馬 

場
　
み
さ
子

【
大
崎
の
自
然
と
暮
ら
し

を
短
歌
に
込
め
て
】
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